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住
み
慣
れ
た

ま
ち
に
暮
ら
す

高
齢
者
の
住
宅
関
連
助
成
始
ま
る

地
価
の
高
騰
や
核
家
族
化
が
進
み
、
高
齢
者

の
住
宅
事
情
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
区

で
は
、
高
齢
者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
足
立
に
、

快
適
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
4
月
か
ら

「
家
賃
等
の
助
成
」
と
「
住
宅
改
造
費
の
助
成
」

を
新
た
に
始
め
ま
し
た
。

家
賃
の
差
額
や

転
居
費
用
を
助
成

民
間
の
賃
貸
住
宅
に
住
ん
で

い
る
高
齢
者
世
帯
の
方
が
、
家

主
か
ら
転
居
を
求
め
ら
れ
る
な

ど
住
宅
に
困
っ
た
と
き
、
家
賃

等
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

家
賃
の
助
成
が
受
け
ら
れ
る

の
は
、
取
り
壊
し
の
た
め
立
ち

退
き
を
求
め
ら
れ
て
い
る
世
帯

で
す
。

ま
た
、
住
環
境
の
悪
化
に
よ

る
転
居
な
ど
、
取
り
壊
し
以
外

の
場
合
で
も
、「
転
居
一
時
金
」

等
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
(
次
の
要
件
を
す
べ
て
禹

た
し
て
い
る
方
)

▽
6
5歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
の
方

、
ま
た
は
6
5歳
以
上

の
方
を
含
む
、6
0
歳
以
上
の

方
だ
け
の
世
帯

▽
区
内
に
1

年
以
上
居
住
し

て
い
る

▽
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な

▽
所
得
が
基
準
額
(
左
上
表
)

の
範
囲
内
で
あ
る

▽
健
康
で
経
済
的
に
独
立
し

た
日
常
生
活
が
営
め
る

▽
立
ち
退
き
証
明
が
提
出
で

き
る
(
家
賃
助
成
の
方
の
み
)

助
成
額

▽
家
賃
・・・
転
居
前
と

転
居
浚
の
差
額
(

助
成
対
象

と
な
る
新
家
賃
の
限
度
額
5
　

万
1

千
円
)

▽
転
居
一
時

金
…
権
利
金
、
礼
金

、
仲
介

手
数
料
(
限
度
額
1
7万
8

千

円
)

▽
契
約
更
新
料
・
:
家

質
助
成
等
を
受
け
て
い
る
方

が
次
回
契
約
更
新
時
に
か
か

る
費
用
(

限
度
額
1
0万
2

千

円
)浴

室
や
ト
イ
レ
の

改
造
に
も
助
成

年
を
と
り
日
常
生
活
に
支
障

が
生
じ
た
と
き
、
浴
室
や
ト
イ

レ
な
ど
の
改
造
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。こ
の
よ
う
な
方
の

た
め
に
、
今
年
度
か
ら
、
所
得

に
応
じ
て
住
居
の
改
造
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
6
5
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
方
、
ま
た
は
夫
婦
だ

け
の
世
帯
で
、
入
浴
、
排
せ

つ

、調
理

、移
動
な
ど
の
日
常

生
活
に
支
障
が
あ
り

、不
便
、

不
自
由
を
感
じ
て
い
る
方

助
成
種
目

浴
室
、
ト
イ
レ

、

台
所
、
玄
関
等
の
改
造

問
合
せ
先

▽
家
賃
助
成
:
一
本

庁
舎
(

千
住
)
・
老
人
福
祉

係
a
(
3
8
8
2
)
1
1
　

1
1

㈹

▽
住
宅
改
造
・・・
お

近
く
の
福
祉
事
務
所
へ

世帯と人口( 3 年3 月1 日現在)

世 帯246, 429
人 囗642, 299 人
男326, 380 人
女315, 919 人

人囗密度12, 062 人/ l ぼ

家賃助成の所得基準額表

※ 2 人以上は原則として扶養人奴が1 人
増すごとに35万円加算されます。

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
、
あ
た
た
か
な
ふ
れ
あ
い

4
月
7
日
東
京
都
知
事
選
挙

一
票
が
生
き
る
政
治
へ

あ
な
た
が
参
加

4
月
2
1日
足
立
区
議
会
議
員
選
挙

水 と緑 の公社
4 月

1 日 ス 夕 ー
ト

〝水と緑豊かな足立〟を推進
「
財
団
法
人
水
と
緑
の
公
社
」
が
4

月
1
日
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
全
国
で

も
は
じ
め
て
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
名
称

の
こ
の
公
社
は
、
水
と
緑
の
豊
か
な
都

市
環
境
づ
く
り
の
I
x
を
担
う
公
社
で

す
。
環
境
問
題
は
、
こ
れ
か
ら
2
1世
紀

へ
か
け
て
、
全
地
球
、
全
人
類
的
な
課

題
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
現
代
的
で
夕

イ
ム
リ
ー
な
公
社
の
発
足
で
す
。

ゆ
と
り
と
潤
い
の

あ
る
ま
ち
に

足
立
区
は
、
四
方
を
河
川
に

囲
ま
れ
、
か
つ
て
は
農
業
用
水

が
縦
横
に
走
り
、2
3区
の
中
で

は
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
自
然
の

豊
か
な
地
域
で
し
た
。

し
か
し
、
急
激
な
都
市
化
に

よ
り
、
自
然
が
失
わ
れ
、
住
環

境
も
悪
化
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
区
で
は
、
緑
豊
か
な

公
園
づ
く
り
や
水
路
の
親
水
化

を
行
い
、
心
の
豊
か
さ
や
潤
い

を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
、
自
然
と
ふ
れ
あ
え
る
環

境
づ
く
り
に
努
力
し
て
き
ま
し

た
。こ

れ
を
き
ら
に
強
力
に
推
進

す
る
た
め
、「
足
立
区
水
と
緑
の

公
社

」
を
設
立
し

、
広
く
区
民

の
皆
さ
ん
や
企
業
と
手
を
た
ず

さ
え
、
水
と
緑
の
豊
か
な
足
立

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。

区
民
の
声
を
最
大
限
に
反
映

水
と
緑
の
公
社
は
、
区
の
全

額
出
資
(
基
本
財
産
5
億
円
、

補
助
金
等
約
3
億
9
千
万
円
)

で
設
立
さ
れ
、
区
政
を
補
っ
て

公
益
事
業
を
行
う
財
団
法
人
で

す
。ま

た
、区
民
の
皆
さ
ん
の
要

望
を
反
映
し
た
事
業
を
推
進
す

る
た
め
、
執
行
機
関
と
な
る
理

事
会
に
区
民
の
参
加
を
得
て
運

営
し
ま
す
。さ
ら
に
、
理
事
長

の
諮
問
機
関
で
あ
る
評
議
員
会

は
、
区
民
と
区
議
会
議
員
を
中

心
に
構
成
さ
れ
ま
す
。

公
社
の
主
な
事
業

「
水
と
緑
の
公
社

」
で
は

、

自
然
・
環
境
の
保
護
を
中
心
と

し
て

、
次
の
よ
う
な
事
業
を
行

い
ま
す
。

▽
自
然
保
護
お
よ
び
環
境
保
全

事
業

▽
自
然
保
護
お
よ
び
環
境
保
全

に
関
す
る
普
及
啓
発
、
イ

ベ
ン
ド
、
調
査
研
究

▽
自
然
保
護
お
よ
び
環
境
美

化
推
進
団
体
へ
の
援
助
、

育
成

▽
緑
化
推
進
、
水
質
浄
化
に

関
す
る
事
業

▽
親
水
施
設
の
保
全
に
関
す

る
事
業

○
く
わ
し
く
は
、
緲
足
立
区

水
と
緑
の
公
社
、
綾
瀬
2
1
3
0
1
6

さ
(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

ま
で
。

身近に豊かな自然を

選
挙
速
報
を

あ
い
ネ
ッ
卜
2
1で

足
立
区
の
地
域
情

報
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク

「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1
」
。

区
の
催
し
物
の
案
内

や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

空
き
状
況
、
株
価
、

情
報
誌
「
ぴ
あ
」
の

映
画
・
コ
ン
サ
ー
ト

の
前
売
り
な
ど
の
情

報
提
供
を
は
じ
め
。

「
あ
な
た
の
掲
示
板

」
で
の
情
報
交
換
、
J
R

や
全

日
空
の
空
席
予
約
な
ど
、
轆

広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す

。

「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1
」で
は

、

区
民
の
皆
さ
ん
に
も
っ
と
楽

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ラ
イ
フ
を
提
供
す
る
た
め

、

情
報
内
容
や
シ
ス
テ
ム
の
充

実
を
図
り
、
よ
り
親
し
ま
れ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に

努
め
ま
す

。

「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1」設
置

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

区
で
は
、こ
の
便
利
な
シ

ス
テ
ム
を
、
さ
ら
に
多
く
の

皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
く

た
め
、
4
月
か
ら
キ
ャ
プ
テ

ン
専
用
端
末
機
等
を
購
入
す

る
際
の
経
費
の
一
部
を
助
成

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

既
に
お
持
ち
の
フ
ァ
ミ
コ
ン

や
テ
レ
ビ
か
ら
で
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
接
続
部
品
の

購
入
も
対
象
に
し
ま
す
。

助
成
限
度
額
は
1
万
5
千

円
で
す
。
な
お
、
助
虞
件
数

に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

野
球
場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

自
宅
で
予
約

「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1
」は

、
施

設
予
約
が
で
き
る
端
末
機
器

と
し
て

、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

文
化
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
催
し

物
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
な
ど
に

も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に

。
今
年
度
は
野
球

蝪
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

、
平
成
4

年
度
に
は
、
区
民
保
養
所

な
ど
の
利
用
予
約
も
、「
あ
い

ネ
ッ
ト
2
1
」
で
自
宅
か
ら
で

き
る
よ
う

、
開
発
を
進
め
ま

す

。加
入
ご
希
望
の
方
は
、
担

当
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

加
入
料
1
万
5
千
円
の
ほ

か
、
使
用
料
が
毎
月
千
沺
円

か
か
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
広
報
課
あ
い
ネ

ッ
ト
2
1担
当

・
‘
(
3
8
　
8
2
)
1
1
1
1

㈹
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み
ど
り

苗

木

の

プ
レ
ゼ
ン
ト

苗
木
を
育
て
て
み

ま
せ
ん

か
。
ベ
ラ
ン
ダ
や
庭
先
の
「
み

ど
り
」
を
増
や
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
苗
木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す

。

・
個
人
配
布

苗
木
の
種
類

サ
ザ
ン
カ
(

高

さ
9
0
飢
)
、
ユ

ズ
(
高
さ
6
0
　
J
)

、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
(
高
さ

4
0
丿
程
度
)

配
布
会
場

表
1
の
と
お
り

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に

「
個
人
苗
木
配
布
希
望
」
、住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望
の
樹
種
(
1

世
帯
2
本
ま

で
)
、希
望
配
布
会
場
を
明
記

誕
生
・
新
築
に

記

念
樹
を

赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生

、
ま
た
は

新
築
の
記
念
に
苗
木
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す

。

・

誕
生
記
念
樹

対
象

平
成
2

年
1
0
月
以
降
に

生
ま
れ
、
引
き
続
き
区
内
在

住
の
方

苗
木
の
種
類

紅
梅
(

高
さ
9
0
　

″
)
、
白
(
ナ
ミ
ズ
キ
(
高
さ

9
0″
)
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
(
高

さ
6
0
J
、
鉢
入
)

配
布
本
数
I

人
1
本

申
込
方
法

戸
籍
届
出
時
に
お

配
り
し
た
所
定
の
(

ガ
キ
に

住
所
、
氏
名

、
電
話
番
号
、

子
供
の
名
前
、
生
年
月
日
、

希
望
の
樹
種
を
明
記
し

、
切

手
を
は
っ
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い

・

新
築
記
念
樹

対
象
2
0
0
㎡
以
上
の
敷
地
に

、

新
築
、ま
た
は
増
改
築
し
て

、

緑
化
計
画
書
の
提
出
か
、
緑
　

化
指
導
を
受
け
ら
れ
た
方

苗
木
の
種
類
そ
め
い
よ
し
の
　
　

(
高
さ
9
0
`
程
度
)

配
布
本
数
I

人
1
本

申
込
方
法

緑
化
係
よ
り
郵
送

さ
れ
た
(

ガ
キ
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い

I

い
ず
れ
も
I

配
布
日
程
・
会
鳩

表
1

・
2
　

の
と
お
り

申
込
期
限
4

月
2
5日
消
印
有

効
申
込
・
問
合
せ
先

水
と
緑
の

公
社
緑
化
推
進
課

〒
1
2
0綾

瀬
2
1
3
0
1
6

a
(
3
8
3
8
)
8
1
2
{

○

「
緑
の
羽
根
」に

ご
協
力

を

怛
例
の
「
緑
の
羽
根
」
募
金

運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

募
金
運
動
を
と
お
し
て
、
緑

化
を
さ
ら
に
強
力
に
推
進
し
、

艨
ゆ
た
か
な
東
京
を
つ
く
る
た

め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
募
金
に
ご
協
力
く
だ

さ
る
方
は
、
担
当
課
ま
で
ご
運

絡
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
5

月
3
1日
ま
で

問
合
せ
先

水
と
緑
の
公
社
緑

化
推
進
課

豐
(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

あ
き
地
の
草
刈
り

に

ご
協
力
を

区
で
は
、
あ
き
地
の
所
有
者

(
管
理
者
)
に
雑
草
の
刈
り
取

り
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

。

雑
草
を
放
置
す
る
と
、
近
隣

の
方
々
の
迷
惑
に
な
る
ば
か
り

で
な
く

、
非
行
の
場
、
ゴ
ミ
の

捨
て
場
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

枯
れ
草
が
火
災
の
原
因
と
も
な

り
ま
す
の
で

、
草
刈
り
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
自
分
で
草
刈
り
を
す

る
方
の
た
め
に
、
草
刈
機
の
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
使

用
承
認
S
と
引
き
換
え
に
、
所

定
の
場
所
で
貸
し
出
し
ま
す
。

自
分
で
草
刈
り
が
で
き
な
い

方
に
は
、
実
費
で
委
託
す
る
方

法
も
あ
り
ま
す
。

4
月
1
日
か
ら
、
使
用
承
認

一
の
発
行
や
、
草
刈
り
の
委
託

申
し
込
み
先
が
変
わ
り
ま
し
た

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

水
と
緑
の

公
社
企
面
部
調
整
課

S
(
3
8
3
8
)
8
-
2
6

表1 個人配布

※ いずれも、正午～午後3眄。

表2 誕生 ・新築記念樹

※ いずれも、午前10時～正午。

福

祉

足
立
区
生
業
資
金

賃
付
対
象

一
般
の
金
融
機
関

か
ら
融
資
を
受
け
る
こ
と
が

困
難
で
、
こ
の
資
金
を
借
り

受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
独
立

の
生
計
が
立
て
ら
れ
、
次
の

要
件
に
該
当
す
る
方

▽
区
内
に
1
年
以
上
居
住
し

て
い
る

▽
原
則
と
し
て
、

世
帯
の
生
計
を
立
て
る
住
民

登
録
上
の
世
帯
主
で
あ
る
　

▽
事
業
を
拡
充
ま
た
は
新
規

に
始
め
る

▽
住
民
税
を
滞

納
し
て
い
な
い

▽
確
実
な

連
帯
保
証
人
を
1
人
つ
け
る

貸
付
限
度
額
I

世
帯
あ
た
り

1
5
0
万
円
以
内

利
率

年
3
,
3
%
(据
置
期
間
中

は
無
利
子
)

返
済
方
法
6
0
回
元
利
均
等
償

選
(
6
ヵ
月
据
置
)

申
込
方
法

申
込
書
を
貸
付
係

に
提
出
(
用
紙
は
区
民
事
務

所
、
福
祉
事
務
所
に
も
あ
り

ま
す
)

受
付
期
間
4

月
1
5日
～
2
5日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

(千
住
)
・
貸
付
係

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ

国
民
宿
舎
を
無
料

で
利
用
で
き
ま
す

母
子
・
父
子
家
庭
の
方
に
、

ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す

。

宿
泊
場
所

熱
海
、伊
豆
熱
川

、

大
島
な
ど
1
0
力
所

宿
泊
料

無
料
(

た
だ
し
、
入

湯
税
な
ど
は
自
己
負
担
)

※
年
度
内
2
泊
ま
で

。

申
込
方
法

施
設
へ
電
話
予
約

利
用
券
の
交
付
手
統

予
約

後

、
各
福
祉
事
務
所
ま
た
は

児
童
助
成
係
で
利
用
券
を
交

付
し
ま
す

。
ひ
と
り
親
家
庭

が
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参

(
母
子
年
金

、
児
童
扶
養
手

当
証
一

、
育
成
手
当
支
払
通

知
書
な
ど
)

申
込
・
問
合
せ
先

各
福
祉
事

務
所
ま
た
は
本
庁
舎
♀

住
)

・
児
童
助
威
係

福
祉
タ
ク
シ
ー

券
・
自
動
車

燃
料
費
の
助
成

亜
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
に
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
お

渡
し
し
て
い
ま
す
。

対
象

区
内
に
住
所
の
あ
る
夕

の
障
害
の
い
ず
れ
か
に
該
当

さ
れ
る
方

▽
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
障

害
の
1
1
3
級
の
方

▽
視
覚
障
害
―
級
の
方

▽
内
部
機
能
障
害
―
級
の
方

或
自
動
車
燃
料
費
の
助
成
を
受

け
て
い
る
方
は
、
タ
ク
シ
ー
券

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

身
体

障
害
者
手
帳
、
印
か
ん

交
付
場
所

各
福
祉
事
務
所

亜
自
助
車
燃
料
費

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
が
使
用
さ
れ
る
自
動
車
ま

た
は
原
動
機
付
自
転
車
の
燃
料

費
を
助
成
し
て
い
ま
す

。

対
象

区
内
に
住
所
の
あ
る
次

の
い
ず
れ
か
の
障
害
に
該
当

さ
れ
る
障
害
者
本
人
ま
た
は

同
一
生
計
の
家
族
の
方

▽
障
害
者
本
人
が
運
転
の
場
　

合
は
体
幹
ま
た
は
内
部
機
能
　

障
害
I
～
3
級
、
下
肢
障
害
　

―
～
4
級
の
方

▽
障
害
者
の
家
族
が
運
転
の

場
合
は
下
肢
ま
た
は
体
幹
機

能
障
害
―
・
2

級
、
視
覚
ま

た
は
内
部
機
能
障
害
1

級
の

方
※
4
月
か
ら
家
族
運
転
の
場
合

の
年
齢
制
限
が
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。
た
だ
し
、
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん

。
ま
た
自
動
車
税

ま
た
は
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ

れ
て
い
る
単
に
限
り
ま
す

。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

身
体

障
害
者
手
帳
、運
転
免
許
証

、

車
検
証
、
印
か
ん
、
自
動
車

税
減
免
通
知
書

問
合
せ
先

い
ず
れ
も
本
庁
舎

♀

住
)
・
障
害
福
祉
佩

生
活
環
境

水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た

次
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。こ
の
地
域
に

お
住
ま
い
の
方
は
、3
年
以
内

に
水
洗
化
工
事
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
日

表
3
の
と
お
り

問
合
せ
先

下
水
道
局
小
菅
分

室霑
(
3
6
0
2
)
8
8
2
2
　

な
お
、
水
洗
化
工
事
費
の
融

資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま

す
。工
事
前
に
申
請
し
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

計
画
調
整
課
助
虞
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表3 水洗化可能地域

飼い犬の登録と

狂犬病予防注射

日
時
・
会
場
　

表
4
の
と
お

り
(
雨
天
実

施
)

費
用
5

千
圈

円
(
つ
り
銭

の
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま

す
)

問
合
せ
先

本

庁
舎
♀
住
)

・
防
疫
指
導

係

表4 犬の登録と狂犬病予防注射会場

区役所への
間 貫合 訟せ

本

庁

舎
…
…
…
…
　
3
8
8
2
1
1
1
1
㈹

(
〒
1
2
0千
住
1
-
4
-
1
8
)

中
央
本
町
庁
舎
…
岾
琺
心
飭
樋
匹
直
接
電
話

(〒
1
2
0
中
央
本
町
1
1
1
7
1
1
)

中央本町庁舎所属別電話番号一覧表( ご用の課へ直接電話してください) 局番はすべて( 3880) 局です
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保

険

届
き
ま
し
た
か

新
し
い
国
民

健
康
保
険
証

一
般
証
…
水

色

退
職
者
証
…
若
草
色

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
国

民
健
康
保
険
証
は
、3
月
3
1日

で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、4
月
1
日
か

ら
2
年
間
有
効
の
国
民
健
康
保

険
証
を
、3
月
下
旬
に
送
付
し

ま
し
た
。
保
険
証
が
届
か
な
い

場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
課
へ

お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
内
容
の
確
認
を

届
い
た
国
民
健
康
保
険
証
の

記
載
に
誤
り
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
国
民
健
康
保
険
課
ま
た
は

区
民
事
務
所
へ
訂
正
の
申
し
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
自
分
で
訂
正
し
た
り
、
書

き
込
ん
だ
り
す
る
と
無
効
と
な

り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課

係a
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

健

康

障害児歯科診療

在宅寝たきり老
人訪問歯科診療

区
で
は
、
足
立
区
歯
科
医
師

会
の
協
力
を
得
て
、
次
の
歯
科

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
障
客
児
歯
科
診
療

心
身
に
軽
・
中
度
の
障
害
が

あ
り
、
こ
れ
ま
で
一
般
の
歯
科

診
療
所
で
治
療
が
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
障
害
児
の
方
に

、
歯
科

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す

。

対
象
区
内
在
住
の
1
8
歳
未
満
　

で
、軽
・
中
度
の
障
害
が
あ
　

り
、診
療
場
所
ま
で
通
院
可
　

能
な
方
(
ご
家
族
の
同
伴
が
　

必
要
で
す
)
。な
お
、重
度
の
　

方
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す

診
療
日
時
毎
週
木
・
土
曜
　

日
、午
前
9
時
～
正
午
(
祝
　

日
を
除
く
)

診
療
場
所

歯
科
医
師
会
口
腔

保
健
セ
ン
タ
ー

亜
在
宅
寝
た
き
り
老
人
訪
問
歯

科
診
療

寝
た
き
り
で

、
一
般
の
歯
科

診
廡
所
に
通
え
な
い
お
と
し
よ

り
の
方
に

、
歯
科
医
師
が
訪
問

し
て
診
療
を
行
い
ま
す
。

対
象

区
内
在
住
の
6
5
歳
以
上

の
寝
た
き
り
の
方
で

、
在
宅

で
介
護
者
の
い
る
方

往
診
日
時

毎
週
火
～
土
曜
日

(
日
時
は
事
前
に
連
絡
し
ま

す
)

※
申
し
込
み
受
け
付
け
後
、
本

人
の
健
康
状
態
や
歯
の
状
態
な

ど
の
事
前
調
査
を
行
う
た
め

、

診
療
開
始
ま
で
に
あ
る
程
度
の

日
数
が
か
か
り
ま
す
。

I

い
ず
れ
も
匚
卜

申
込
日
時
毎
週
火
～
土
曜
　

日

、午
前
9

時
3
0分
～
正
午

、

午
後
1
時
～
3

時
3
0分
(

祝

日
を
除
く
)

申
込
方
法

電
話
予
約

費
用

保
険
診
療

申
込
・
問
合
せ
先

歯
科
医
師

会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

♀

住
1
1
5
1
5

、
歯
科
医
師

会
館
2
階
)

酋
(
3
8
8
2
)
3
8
8
ワ
』

ご
利
用
く
だ
さ
い

訪
問
看
護
指
導

区
で
は
、
寝
た
き
り
の
方
を

対
象
に
、
訪
問
看
護
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で

、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

対
象

在
宅
で
4
0
歳
以
上
の
寝

た
き
り
の
方
、
ま
た
は
こ
れ

に
準
ず
る
方
の
い
る
家
庭

指
導
内
容

家
庭
に
お
け
る
療

養
方
法

、看
護
方
法

、機
能
訓

練
方
法
等
の
指
導
に
よ
る
家

族
へ
の
支
援

、
諸
制
度
の
活

用
方
法
に
関
す
る
指
導

訪
問
回
数

お
お
む
ね
月
1

回

申
込
・
問
合
せ
先

各
保
健
所

・
保
健
相
談
所

お
っ
ぱ
い
の
会

お
っ
ぱ

い
で
育
て

た
い
妊
婦

さ
ん
、
授

乳
中
の
お

母
さ
ん
、

い
ろ
い
ろ

お
話
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
毎
月
第
3
木
曜
日
、午
　

後
2
時
～
3
時

場
所

中
央
本
町
保
健
相
談
所

対
象

妊
娠
中
、
授
乳
中
、母

乳
育
児
に
関
心
の
あ
る
方

問
合
せ
先

中
央
本
町
保
健
相

謫
所

a
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

就
労
母
親
学
級

の
日
程
変
更

4
月
か
ら
、
就
労
母
親
学
級

の
日
程
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

く
わ
し
い
日
程
、
内
容
に
つ

い
て
は
、各
保
健
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年

金

老
齢
福
祉
年
金
を

受
け
て
い
る
方
へ

国
民
年
金
証
書

提
出
が
4
月
と

8
月
の
2
回
に

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い

る
方
は
4
月
の
支
払
い
を
受
け

た
ら
、
す
ぐ
に
国
民
年
金
証
書

を
国
民
年
金
屎
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
平
成
3
年
8
月
の
年

金
支
払
い
額
を
国
民
年
金
証
書

へ
記
入
す
る
た
め
の
大
切
な
手

続
き
で
す
。

提
出
先

中
央
本
町
庁
舎
・
国

民
年
金
屎
給
付
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
6
5

国
民
年
金
保
険
料

納
付
書
(
前
期
分
)

の
送
付

平
成
3
年
度
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
書
(
前
期
分
)
を
送

り
ま
し
た
。1年
分
(
4
月
か
ら

来
年
3
月
ま
で
)
を
ま
と
め
て

割
引
前
納
す
る
納
付
書
と
。
各

月
別
に
納
付
す
る
前
期
分
(
4

月
か
ら
9
月
ま
で
)
が
一
緒
の

冊
子
に
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。

冊
子
か
ら
切
り
離
し
た
り
、

破
い
た
り
せ
ず
、
金
融
機
関
等

の
窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

納
期
限

▽
1
年
分
前
納
・
:
4
　

月
3
0日

▽
毎
月
納
付
…
翌

月
の
末
日

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
保
険
料
係

魯
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

国

民

年

金

6
0歳
説
明
会

年
金
制
度
の
し
く
み
と
受
給

手
続
き
に
つ
い
て
、6
0歳
を
迎

え
た
方
を
対
象
に
説
明
会
を
行

い
ま
す
。

日
時
4

月
2
5
。2
6日
、
い
ず

れ
も
午
前
1
0時
か
ら
と
午
後

2
時
か
ら
の
1
日
2
回

場
所

中
央
本
町
庁
舎
3
階
3
0
1
　

会
議
室

対
象

昭
和
6
年
5
月
2
日
か

ら
6
月
2
日
生
ま
れ
の
方

(個
別
に
通
知
し
ま
す
)

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
屎
適
用
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

訂
正
と
お
わ
び

3
月
1
5日
号
4
面
「
第
2
同

わ
く
わ
く
ス
ー
パ
ー
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
の
記
事
で
体
育
協
4

の
電
話
番
号
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
わ
び
し
て
左
記
の
冫

お
り
訂
正
し
ま
す
。

魯
(
3
8
8
2
)
6
4
3
6

みんなの健康
足 立 保 儺 所 　3855- 4151干 住 保 健 所 　3888- 4277

江 北 保 媼 相 談 所 壼3896j w
東 和 保 健 相 談 所e3606- 4171
中 央 本町保健 相談所o3880- 5351本庁吝{千佳}、- 予防係a3882- 1111 ㈹

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

心
理
的
差
別
と

実
態
的
差
別

同
和
対
策
審
議
会
の
答
申
(

昭
和
4
0年
8

月
H
日
)

は

、

心
理
的
差
別
と
実
態
的
差
別

に
つ
い
て

、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
ま
す

。
心
理
的
差
別

と
は

、
人
び
と
の
観
念
や
意

識
の
う
ち
に
潜
在
す
る
差
別

で

、
言
語
や
文
字
や
行
為
を

通
し
て
表
に
現
れ
て
く
る
も

の
で
す
。
例
え
ば
非
合
理
な

偏
見
や
嫌
悪
の
感
情
に
よ
っ

て
交
際
を
拒
ん
だ
り
、
婚
約

を
破
棄
す
る
な
ど
も
そ
の
一

例
で
す
。

実
態
的
差
別
と
は
、
例
え

ば
就
職
・
教
育
の
機
会
均
等

が
実
質
的
に
保
障
さ
れ
ず
、

劣
悪
な
生
活
環
境
や
低
位
の

職
業
に
置
か
れ
る
差
別
な
ど

を
い
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
心
理
的
差
別

と
実
態
的
差
別
と
は
、
相
互

に
因
果
関
係
を
保
ち
、
作
用

し
あ
っ
て
い
ま
す

。

特
に
心
理
的
差
別
の
面
に

つ
い
て
は
、ま
だ
問
題
が
あ

り
ま
す
。昭
和
6
1
年
1
2
月
に

地
域
改
善
対
策
協
議
会
か
ら

出
た
「今
後
に
お
け
る
地
域

改
善
対
策
に
つ
い
て
」の
意

見
具
申
で
も
、
「同
和
地
区
に

お
け
る
実
態
面
の
改
善
に
比

べ
て
、心
理
的
差
別
の
解
消

は
不
十
分
な
状
況
に
あ
る
」

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
y
。

○
問
い
合
わ
せ
は
、
本
庁
舎

♀

住
)
・
同
和
対
策
担
当
へ

。

区
の
組
織
改
正

区
で
は
、4
月
に
、
次
の

と
お
り
組
織
の
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

管
財
部

国
土
利
用
計
画
法

に
基
づ
く
土
地
売
買
届
出

事
務
の
一
元
化
を
図
る
た

め
、
都
市
環
境
部
か
ら
地

価
対
策
推
進
係
を
移
管

し
、土
地

価
格
指
導

部
門
を
統

合
地
域
振
興
部

ゴ
ミ
の
減
量

と
資
源
の
再
利
用
を
推
進

す
る
た
め
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
係
を
新
設

福
祉
部

▽
高
齢
者
施
設
福

祉
の
拡
充
を
図
る
た
め
、

担
当
参
事
(
部
長
級
)
を

設
置

▽
障
害
福
祉
施
設
の
拡
充

を
図
る
た
め
、
西
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
を
新

設
(
5
月
開
設
予
定
)
。こ

れ
に
伴
い
。
綾
瀬
福
祉
作

業
所
は
東
西
の
障
書
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
に
吸
収
し

て
廃
止

都
市
環
境
部

住
宅
対
策
・

駐
車
場
対
策
の
総
合
的
な

施
策
を
推
進
す
る
た
め

、

担
当
の
副
参
事
(
課
長
級
)

を
設
置

教
育
委
員
会
・
学
校
教
育
部

学
校
教
育
を
担
う
教
職
員

の

資
質

向
上
を
図
る
た

め

、
教
育
セ
ン
タ
ー
に
教

職
貝
研
修
担
当
係
を
新
設

教
育
委
員
会
・
生
涯
教
育
部

生
涯
学
習
推
進
計
画
の
具

現
化
を
図
る
た
め
、
社
会

教
育
主
査
を
設
置
。ま
た
、

女
性
総
合
セ
ン

タ
ー
に

は
、女
性
行

動
計
画
推
進

主
査
を
設
置

財
団
法
人
・
足
立
区
水
と
緑

の
公
社

自
然
保
護
と
環

境
保
全
を
目
的
と
し
て

、

公
社
を
新
設

▽
事
業
内

容
・・
永
質
保
全
・
浄
化

、

親
水
施
設
の
保
全
、
緑
化

事
業
の
推
進

A
企
画
課
V

取扱い窓口・事務 室を移転・新設し まし た

ご用のある方 は、場所をお確かめのうえ、おい でく ださい。

* 東武繚大師前駅から徒歩約10分* 東武繚西新井駅から東武バス
都市農業公菌行き「第一団地」バス停、または田際興巣バス赤羽
鈬東口行き「西新井公団」パス停下車徒歩約3 分

口
座
振
替
の

ご
利
用
を

特
別
区
民
税
、
都
民
税
、

国
民
健
康
保
険
料
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
に
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
に
す
る
と
。
そ

れ
ぞ
れ
の
納
期
ご
と
に
自
動

的
に
納
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

納
め
忘
れ
が
な
く
、
便
利
で

安
心
で
す
。

申
込
方
法

預
金
通
帳
、
通

帳
印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付

書
を
持
参
し
、
手
続
き
を

申
込
先

預
金
口
座
の
あ
る

金
融
機
関
(
郵
便
局
を
除

く
)
ま
た
は
区
役
所
担
当

課
窓
口

問
合
せ
先
い
ず
れ
も
中
央
　

本
町
庁
舎
▽
特
別
区
民
　

税
・
都
民
税
・
:
納
税
課
　

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
0
1
　

▽
国
民
健
康
保
険
料
・
:
国
　

民
健
康
保
険
課
登
(
3
　

8
8
0
)
5
1
3
3
▽
　

国
民
年
金
保
険
料
…
国
民
　

年
金
課
豐
(
3
8
8
0
)
　

r
`
)
1
6
1
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オ

ト

ク

で

す

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
う
」

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
う
」

(財
団
法
人
足
立
区
勤
労
福
祉

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
)
は
、
ワ

ン
ラ
ン
ク
上
の
豊
か
な
余
暇
を

応
援
す
る
た
め
、
足
立
区
の
全

額
出
資
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

勤
労
者
の
会
員
制
の
共
済
シ

ス
テ
ム
と
し
て
、
区
内
2
千
7
0
0

事
業
所
、7
千
人
が
「
ゆ
う
」

の
会
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会
員
と
そ
の
家
族
を
対
象

に

、
バ
ス
ツ
ア
ー
や
国
内
・
海

外
旅
行
を
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、
プ
ロ
野
球
、
大
相
撲
、
映

画
。
演
劇
等
の
チ
ケ
ッ
ト
も
格

安
で
提
供
し
ま
す
。
お
祝
い
・

見
舞
金
な
ど
の
給
付
金
、
不
意

に
必
要
に
な
っ
た
生
活
資
金
な

ど
、
メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
で
す
。

加
入
で
き
る
方

▽
区
内
の
中

小
企
業
(
従
業
員
3
0
0人
以
下
)
　

に
働
く
方
。
商
店
、
自
営
業

の
方

。
パ
ー
ト
の
方

▽
区
外
の
中
小
企
業
に
動
め

て
い
る
方

会
費

▽
入
会
金
・
:
2
0
0
円

▽
会
費
・・・
月
額
5
0
0円

寮
事
業
所
で
一
括
加
入
し

事

業
所
が
会
費
等
を
負
担
す
る
場

合

、
そ
の
経
費
を
税
法
上
損
金

ま
た
は
必
要
経
費
と
し
て
処
理

で
き
ま
す
。

全国各地のリゾート施設が格安で利用できます

「
ゆ

う

」

ス
ぺ
シ
ャ
ル
メ
ニ
ュ
ー

(
)

内
は
一
般
料
金

・
チ
ケ

。
卜
類

▽
映
画
鑑
賞
券
・
:千
円
(

千
6
0
0
　

円
)

▽
豊
島
園
・
後
楽
園
遊
園
地
1
　

日
フ
リ
ー
パ
ス

券
…
5
0
0円

(
3
千
6
0
0円)

▽
首
都
高
速
道
路
回
数
券
・・・
4
7
0
　

円
(

瞋
円
)

▽
観
劇
(
歌
舞
伎
座
、
国
立
劇
　

場
、
帝
国
劇
場
ほ
か
)
二
　

般
料
金
の
4
0
～
5
0
%
引
き

▽
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
・
:
3
千

円
(
4

千
2
0
0円
)

▽
ブ
ロ
野
球
(

ボ
ッ
ク
ス
シ
ー

ト
)

・
東
京
ド
ー
ム
・
:ペ
ア

4
千
円

、
神
宮
球
場
・
:
ペ
ア

3
千
円

圏
宿
泊
施
設

▽
全
国
リ
ゾ
ー
ト
施
設
…
4
千

瞋
円
～
8
千
円
(

法
人
会
膸

券
を
保
有
し
て
い
ま
す
)

▽
全
国
指
定
宿
泊
施
設
(
1
6
1力

所
)
二

般
料
金
の
1
0
～
2
0
　
%

引
き

亜
旅
行

▽
日
帰
り
・
宿
泊
ツ
ア
ー
ニ
　

般
料
金
の
4
0～
5
0
%
引
き

▽
海
外
旅
行
…
6

月
に
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
5
日
間
1
2万
3

千

円
(
1
8
万
円
)

を
実
施
し
ま

す

・
健
康
事
業

▽
人
間
ド
ッ
ク
(
4
病
院
で
半

日
、1
日
、I
泊
コ
ー
ス
)
　
4

千
円
～
2
万
5
千
円
(
7
　

千
剳
円
～
4
万
9
千
円
)

▽
ラ
ド
ン
セ
ン
タ
ー
ニ

般
料

金
の
7
0
%引
き

亜
給
付
事
業

入
学
・
収
人
・
結
婚
・
出
産

祝
金
、入
院
見
舞
金
、
住
宅
災

害
見
舞
金
、
死
亡
弔
慰
金
等
5

千
円
～
3
0万
円
を
支
給
し
ま

す
。

※
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
う
」

に
入
会
し
、
こ
れ
ら
の
す
ぱ
ら

し
い
特
典
を
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
合
せ
先

サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
「
ゆ
う
」

S
(
3
8
3
8
)
3
5
8
6

情 報 コ ー ナ ー

区民スポーツ教室
日時・場所・種目 下表のとおり
対象 区内在住・在動の16歳以上の
方( 高校生を除く)
定員 各会場50人、バドミントン会
場は30人( 抽選)

費用 無料
申込方法 往復ハガキに住所、氏名、
生年月日、電話番号、希望会場、
種目を明記

申込期限4 月22日必着
申込・問合せ先 本庁舎( 千住) ・体
育振興係 〒120 千f f i l ―4 ―18　

03882 ―l l l l ( f t )

区民スポーツ教室の日 程

※ バドミント ン は、8 月中休みます。

講演と講談の女性のつどい
女性が初めて参政権を行使した昭

和21年4 月10日の総選挙。それを記
念し、4 月10日からの一週間を「婦
人週間」とし ました。各地で女性の
地位向上と、女性問題解決のための
活動が行われ、足立区でも「女性の
つどい」を行います。女性の権利。
特に参政権について考えてみません
か。男性もぜひご参加を。また、託
児を希望の方は申し出てください。
日時4 月13日( 土) 、午後1 時30分
カヽら
場所 女性総合センター( 入場無料)

講演 「参加から参画へ」一動き始
めた女性たちー( 山口みつ子氏、
抛市川房枝記念会事務局長)

講談 「残 つたのこった夢話」一女
性が土俵に上る日は?- ( 宝井琴
桜氏、講談師)

定員250 人( 先着順)
申 込方法 電話、ハガキ、直接窓口
のいずれか

受付開始4 月5 日
申 込・問合せ先 女性総合センター
〒123 梅田7 ―33―1

3880―5222

東京都青少年
洋上セミナー

参加者を募集
平成3 年度の東京都青少年洋上
セミナーが7 月末に行われます。
洋上での研修と中国での高校生と
の交流にあな たも応募し ません
カヽ。
日程7月23日～8月7日
訪問地 中華人民共和国( 天津・
北京・上海)
対象 区内で地域活動をしている
高校生
内容 船上での研修・交流、訪問
地での交流
募集人数4 人( 予定)
選考 申込書類と作文による書類
選考と面接

○ < わしくは、青年センター
03890 ―0061まで。

グループ施設見学会
実施月5月～7月
時間午前9時～午後4時
見学施設 花畑記念庭園、郷土荐
物館、し ょうぶ沼公園など

対象18 歳以上の又凾の方20人以
上30人以下のグループ

募集数4 グループ( 抽選)
費用 無料
申込方法 往復ハガキにグループ
名、代表者名、住所、電話番号、
「グループ施設見学会希望」と
明記( 1 グループ1 通に限る)

申込期限4 月11日消印有効
※ 見学日、コースについては、代
表者と打ち合わせのうえ決定しま
す。
申込・問合せ先 本庁舎( 千住) ・
広報課 〒120 千住1 ―4 ―18　

03882 ―1111㈹

鹿沼野外レクリエーションセンター
7、8月分利用申し込み

キャンプ、ハイキング、川遊び、
スポーツ合宿などにご 利用くださ
い。
利用日数2 泊3 日まで
対象 区内在住・在動の方
利用料金 右表のとおり
申込方法 往 復ハガ キに 宿泊施設
名。利用日、団体名、代表者の住
所、氏名、電話番号、利用人数( 大
人、子供、幼児) を明記。重複申
し込みは無効

申 込期限4 月17日必着
抽選4 月19日、午前9 時 から本庁
舎6 階会議室で公開抽選。受け付
けは4 月27日

宿泊料金

食 事料金

申込・問合せ先 本庁舎(千住) ・体
育管理係 〒120 千住1- 4- 18　　　　　

3882―1111ぐ㈹

あなたの相談室 問合せ先 足立区役所本庁舎(千住) 1 階区民相談1
所 在 地 千佳1- 4- 1803882- 1111 ㈹

困ったことや心配なことがありましたら 、お気軽にご 利用ください( 無料・秘密厳守)

親子でリズム遊び
親子で楽しくリズム遊びをしませ

んか。音楽に合わせて小さな子供で
もできる遊びをたくさん行います。

日時4月18・25日、午前1cx玲～正午
鳩所 青年センター( 入場無料)
対象1～3歳程度の子供と母親
定員40 組( 先着順)
申込方法 電話
受付開始4 月5 日
申込・問合せ先 青年センター

03890 ―0061
RECYCLEPAPER
―森 林資 源を大切に―

A. T. 255, 000


